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2019年 大都市の健康寿命 健康寿命算定プログラム（厚生労働科学研究）

未来の健康をつくる生活習慣病予防1

令和元年 仙台市の健康寿命 男性１位 女性３位 (大都市比較）

仙台市の健康寿命は、H28年と比べて延伸しており、大都市の中では男女とも健康寿命が比較的長い

（H28年） ・男性 72.26歳 （令和元年） ＋1.56歳

・女性 74.60歳 ＋1.39歳

健 康 寿 命 （ 大 都 市 比 較 ）



重点分野【 】

• 平均寿命と健康寿命の差が男性で約９年、女性で約13年ある

★制限なく生活できる期間をいかに伸ばしていけるかが重要

2

平均寿命：2010年，2015年 厚生労働省生命表， 健康寿命：2010年、2016年 厚生労働科学研究班算出「日常生活に制限のない期間の平均」

未来の健康をつくる生活習慣病予防1

約 1 0 年 は 制 限 の あ る 生 活 ！ ？
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重点分野【 】

• メタボリックシンドローム該当者は、宮城県より低いものの、他政令市、全国と比較すると高い状況で推移

• メタボリックシンドローム該当者は、県や他政令市、全国と同様に増加傾向

• 男性は、約３人に１人がＢＭＩ２５以上の肥満である
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H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

仙台市 19.5 19.8 19.5 20.1 20.9 21.8 21.6 23.7

宮城県 19.1 19.4 19.7 20.6 21.7 22.5 22.9 24.6

政令市 15.9 15.9 16.2 16.7 17.2 17.8 18.5 20.0

全国 16.3 16.4 16.7 17.3 18.0 18.6 19.2 20.6
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平成28年度，令和3年度 仙台市民の健康意識等に関する調査国保データベース

未来の健康をつくる生活習慣病予防1

増 え て い る メ タ ボ 該 当 者 割 合

国 民 健 康 保 険 特 定 健 診 に お け る
メ タ ボ リ ッ ク シ ン ド ロ ー ム 該 当 者 割 合
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重点分野【 】
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• 血圧、HbA1cは令和2年に増加傾向である

• 仙台市のHbA1cの有所見者が男女ともに、約7割となっており、国よりも10ポイント以上多い

• 中性脂肪の有所見者の男性は、女性に比べて多く、約３割となっている

4未来の健康をつくる生活習慣病予防1

生活習慣病の要因 血糖値が大きな課題！？

仙 台 市 の 有 所 見 者 の 割 合 （ 男 性 ）

仙 台 市 の 有 所 見 者 の 割 合 （ 女 性 ）
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• 小学校5年生の運動やスポーツを習慣にしている割合は、男子で10.3ポイント、女子で11.7ポイント減少

• 仙台市の肥満の割合は、 R３はH28と比較して、女子ではほぼ変化はなく、男子では1.8ポイント増加

★学校や児童館と連携した学齢期への活動量の増加の働きかけが必要
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平成28年度，令和元年度 学校保健統計調査（文部科学省）

平成28年度，令和3年度 学校保健統計調査（仙台市）

平成25年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

平成30年度，令和3年度 仙台市立小・中・高等学校児童生徒健康実態調査報告

未来の健康をつくる生活習慣病予防1

子どもの運動習慣と肥満、悪化傾向

運動やスポーツを習慣的にしている子どもの割合（小5） 肥満度中等度、高度の子どもの割合（小5）

（％） （％）
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国 仙台市
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国 仙台市
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• 男女ともに、平成21年から令和3年にかけて減少している

• 国と比較して、仙台市の男性は2,074歩、女性は1,490歩足りていない

★日常生活の中で歩数を含めた身体活動量を増やす取り組みや環境整備が必要
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未来の健康をつくる生活習慣病予防1

働 き 世 代 、 止 ま ら な い 歩 数 減 少

男 性 女 性

2 0 ～ 6 0 歳 代 の 1 日 あ た り の 歩 数

目標値7,000歩 目標値7,000歩

令和元年度 国民健康・栄養調査（厚生労働省）， 令和3年度 仙台市民の健康意識等に関する調査

（歩） （歩）
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全体

ほぼ毎日飲む 週に4-5回飲む 週に2-3回飲む

週に1回程度飲む ほとんど飲まない 無回答

・ 20～40歳代の「気を付けた食生活を実践している」人の割合は5割にとどまる

・ 糖分を含む飲料「週の半分以上飲む」人の割合が20～40歳代で3割以上いる （「ほぼ毎日飲む」「週に4-5回飲む」の合計）

★若い世代や働き世代・子育て世代への働きかけが必要
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無回答

健康な心と身体を支える食生活3

健康に気を付けている人、若い世代で半数以下

生活習慣病予防や改善のために、ふだんから適正体重の
維持や減塩などに気を付けた食生活を実践している人

糖 分 を 含 む 飲 料 を 飲 む 頻 度
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令和３年

平成28年

【令和3年 性別・年齢別】

（％）

令和３年度 仙台市民の健康意識等に関する調査

（％）

【年齢別】



重点分野【 】

• 全国、各都道府県全て、日本人の食事摂取基準よりも摂取量が大幅に多い

• 宮城県、仙台市は、男女共に、全国よりも摂取量が多く、特に男性はワースト1位である

★食塩摂取量を減らす取り組みが喫緊の課題であり、あわせてカリウム摂取を促すことも重要である
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健康な心と身体を支える食生活3

食塩摂取量 依然多く 仙台市全国平均を上回る

男 性 女 性

1 日 あ た り の 食 塩 摂 取 量 の 平 均 （ 2 0 歳 以 上 ）

（g/日） （g/日）

※参考値：平成28年県民健康・栄養調査， 平成28年国民健康・栄養調査（厚生労働省）年齢調整した値 ， 目標量：日本人の食事摂取基準（2020年版）

ワースト1位 ワースト13位

目標量
7.5ｇ未満 目標量

6.5ｇ未満

※ ※
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※参考値：平成28年県民健康・栄養調査， 平成28年国民健康・栄養調査（厚生労働省） 年齢調整した値 ， 目標量：日本人の食事摂取基準（2020年版）

・宮城県、仙台市の野菜摂取量は、他都道府県と比較して多いが、男女ともに目標量350ｇには満たない

・宮城県、仙台市のカリウム摂取量は、全国と比較して高いが、目標量には届いていない

★野菜摂取量を増やすとともに、果物や豆製品などの、カリウムを多く含む食品の摂取を促す必要がある

14健康な心と身体を支える食生活3

野菜摂取量 宮城県、仙台市ともに目標に届かず

男 性 女 性

野 菜 摂 取 量 の 平 均

（g/日） （mg/日）

上位3位 上位10位

（20歳以上）

カリウム摂取量の平均

全国 宮城県 仙台市 全国 宮城県 仙台市

目標
350ｇ以上

目標量
3000ｍｇ以上 目標量

2600ｍｇ以上

仙台市目標 3500ｍｇ

※ ※

※参考値※参考値
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• 12歳児(中学１年生）では，４人に１人が歯肉に異常のある状態でした。

• 20歳では３人に１人，30歳になると２人に１人が歯周病に罹患しています。

★学齢期・青年期から正しい知識と適切な予防法を身につけることが大切
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令和2年度データ

生きる力を支える歯と口の健康づくり4

若 く て も 油 断 で き な い 歯 周 病

歯肉の状態異常のある12歳児 進 行 し た 歯 周 病 に 罹 患 し て い る 人

（％）

（％）

http://3.bp.blogspot.com/-eHbOsQvlMqg/VZ-PKUoFOBI/AAAAAAAAvCE/LjW60S46TWc/s800/boy_shock.png


重点分野【 】

・ 健康づくりの取り組みの中で、「健康診断の受診を促す」以外は、実施率が5割以下と低い

・ 「取り組んでいることは特にない」事業所が8.3％いる

・ 「休養・こころの健康」に取り組む事業所は半数に満たない
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定期健康診断の受診を促す

定期健康診断の事後指導

ストレスチェックの実施

人間ドック受診の補助

がん検診の受診を促す

血圧計、健康器具の設置

健康相談

ジムやスポーツ活動に対する補助

健康情報の提供

健康経営

健康教育

禁煙治療の補助

歯周病検診の受診を促す

勤務時間内の運動時間の確保

取り組んでいることは特にない

その他

無回答

令和3年 事業所・公共の場の健康意識等調査
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55.6 

45.1 

42.9 

29.3 

27.1 

21.8 

17.3 

11.3 

6.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活習慣病予防

休養・こころの健康

たばこ（喫煙）

栄養・食生活

身体活動・運動

メタボ対策

アルコール

肩こり・腰痛対策

歯と口の健康

その他

無回答

気づく、つながる、支える心の健康づくり2

従業員の健康づくりのために取り組んでいること 健康づくりの具体的な取り組み

事 業 所 内 で の 取 り 組 み

メ ン タ ル ヘ ル ス に 取 り 組 む 企 業

※左の回答から、「健康教育」「健康相談」「健康情報の提供」と回答した事業所に質問


